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法令と技術情報 ―個から公への活用・継承―  

技術者は構造物の安全性を示すために多くの調査を行い，最終的には各種の図書を作成することとなります。

ただし基礎・地盤に関する情報は，模様替え等の供用期間中のニーズがほとんどないこともあって完成図までは

作成されず，「今どのような状態で敷地が使われているのか」が，後から得るのは困難な場合が多いにもかかわら

ず，必ずしも明確でない状況となっています。一方で，経済合理性や環境負荷低減の観点から既設の杭を再利用

するといった検討も行われつつあり，今後このような計画が前提となることを考えた場合には，敷地は原地盤だ

けでなく，杭や地盤改良などによって手を加えられた後の一体的な情報まで拡張して考える必要があります。さ

らに，液状化マップをはじめとする各種の広域的な防災を推進する上で，これら敷地の情報は個々の物件に留ま

らず一種の公共財として扱う視点も重要で，そのためには設計だけでなく施工も含めて情報共有・継承できる仕

組みが必要となると考えられます。 

このような背景から，本号では「法令と技術情報 －個から公への活用・継承－」と題し，建築物では通常は施

主や発注者の所有物として保存される基礎・地盤の技術情報（調査・設計・施工の各段階で得られるもの）につ

いて，その枠を超えた活用・継承の動きをご紹介いただくための特集を企画しました。総説では今後データの蓄

積・流通を進めてゆくにあたって整理が不可欠で，かつ技術者としては馴染みのない関係法令について網羅的に

整理されています。2 編の論説では，中規模以上の共同住宅と小規模な戸建て住宅に関わるそれぞれの立場から，

設計施工の情報の活用実態や，リスク管理としての情報保存の重要性について紹介いただいています。4 件の報

告では，実際に地盤に関連する技術情報を活用する立場から，情報の取得や提供，補間に関する事例や，将来的

な共有財産とする上での今後の展望（要望）について報告されています。 

本特集が，読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。 

（井上 波彦，黒田 広亮，伊藤 真一，柴田 俊文，長坂 光泰，平井 健太，山本 裕司） 
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